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e-ASIA共同研究プログラム
-アジア太平洋地域共通課題解決に資する国際共同研究協力支援-

科学技術振興機構 国際部
部長 小林 治

第 1 回 「国連海洋科学の 10 年に関する研究会」
2020年11月6日（金）＠笹川平和財団ビル11階国際会議場

資料４
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e-ASIA Joint Research Program

http://www.the-easia.org/jrp/

“Construction of East Asia Science and Innovation Area”
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■ e-ASIA 共同研究プログラム（略称：e-ASIA JRP）は、東アジア
サミット参加国*の有志の公的ファンディング機関が連携し、東南ア
ジアを中心とした地域の科学技術分野の研究開発力の強化と地域共通
課題（4ページ参照）の解決を目的として主にイコールパートナー
シップに基づく共同ファンディング（Co-funding)により多国間共
同研究・研究交流を推進する。（*東アジアサミット参加国：ASEAN加盟
10カ国、日本、豪州、中国、インド、ニュージーランド、ロシア、韓国、米
国）

概要

e-ASIA Joint Research Program

■ 2012年6月にJSTを含む8カ国9機関の参加により正式に発足。
2020年11月現在では、15カ国23機関（22メンバー機関及び1ゲスト
パートナー）が参加（5ページ参照）。
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e-ASIA Joint Research Program

■７つの協力支援分野（地域共通課題）
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注：・下線機関はヘルス分野の研究支援のみに特化。
・ゲストパートナーは理事会決議等のプログラムの重要事項には関与できない。

e-ASIA Joint Research Program

■ 参加ファンディング機関
15カ国23機関（22メンバー機関及び1ゲストパートナー）
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e-ASIA Joint Research Program

 3カ国以上のファンディング機関（FA)が参画して多国間共同研究協力を支援
 3カ国以上の研究者で構成されるプロジェクトチームにおいて各国FAは、各国
の研究者を支援。
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Thank you!

e-ASIA Joint Research Program
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